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一般社団法人日本病院会会長殿

健発 12 2 0第 8号

平成25年 12月20日

移植希望者（レシピエント）選択基準の一部改正について

臓器の移植希望者（レシピエント）の選択につきましては、「臓器提供者（ドナー）適応

基準及び移植希望者（レシピエント）選択基準についてJ（平成9年 10月 16日付け健医

発第 13 7 1号。以下「基準通知Jという。）により実施されているところです。

今般、厚生科学審議会疾病対策部会臓器移植委員会の審議結果を踏まえ、基準通知の別

添2 （各臓器の移植希望者（レシピエント）選択基準）のうち、肺移植希望者（レシピエ

ント）選択基準に係る部分を別紙の新旧対照表のとおり改正することとし、別添のとおり

公益社団法人日本臓器移植ネットワーク理事長あて通知しましたので、御了知願うととも

に、会員等に対する周知につきまして御配慮願います。



肺移植希望者（レシピエント）選択基準新旧対照表 広川円
。
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改正後 現行

1.適合条件

( 1) AB  O式血液型

AB  O式血液型の一致（identical）及び適合（compatible)

の待機者を候補者とする。

(2）肺の大きさ

肺の大きさは臓器提供者（ドナー）及び移植希望者（レシピ l

エント）の年齢区分に応じ、下記の方法で評価する。

1）臓器提供者（ドナー）及び移植希望者（レシピエント）

がいずれも 18歳以上の場合

（三予測VCDと注1)／三予測Vc R之注2)-1）×100の値（%）

で判断する。

①片肺移植の場合 ニ旦単品よ

②両肺移植の場合 ニ~単且よ
注 1）予測VCD：臓器提供者（ドナ｝）の予測肺活量

注2）予測VCR：移植希望者（レシピエント）の予測

肺活量

予測肺活量の計算式

（男性） 予測肺活量（L) =O. 045× 身長（cm）ー

0. 023×年齢－2.258 

（女性） 予測肺活量（L) =O. 032×身長（cm）ー

0. 018×年齢 1. 178 

1. 適合条件

( 1) AB  O式血液型

AB  O式血液型の一致（identical）及び適合（compatible)

の待機者を候補者とする。

(2）肺の大きさ

肺の大きさは臓器提供者（ドナー）及び移植希望者（レシピ

エント）の年齢区分に応じ、下記の方法で評価する。

1）臓器提供者（ドナ｝）及び移植希望者（レシピエント）

がいずれも 18歳以上の場合

（予測VCD注1)／予測Vc R注目－ 1）×100の値（%）

で判断する。

①片肺移植の場合 二型こ旦単

②両肺移植の場合 ニ盟二型単

注 1）予測VCD：臓器提供者（ドナ｝）の予測肺活量

注2）予測Vc R：移植希望者（レシピエント）の予測

肺活量

予測肺活量の計算式

（男性） 予測肺活量（L) =O. 045× 身長（cm）ー

0.023×年齢－2.258 

（女性） 予測肺活量.(L) =O. 032×身長（c皿）ー

0.018×年齢ー1.178 
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2）臓器提供者（ドナー）及び移植希望者（レシピエント）が

いずれも 18歳未満の場合

（三臓器提供者（ドナー）の身長三／三移植希望者（レシピエ

ント）の身長と－ 1）×100の値（%）で判断する。

①片肺移植の場合 二_g単品よ
②両肺移植の場合 ニ旦単品よ

3）臓器提供者（ドナー）及び移植希望者（レシピエント）の

年齢が 1）又は2）の場合に該当しない場合

（〈臓器提供者（ドナー）の身長〉／く移植希望者（レシピエ

ント）の身長主 1）×100の値（%）で判断する。

①片肺移植の場合 ニ_g並且よ
②両肺移植の場合 二_g旦且よ

( 3）前感作抗体

ダイレクト・クロスマッチを実施し、陰性であることを確認

する。

パネルテストが陰性の場合、ダイレクト・クロスマッチは省

略することができる。

(4) CMV抗体

CMV抗体陰性の移植希望者（レシピエント）に対しては、

CMV抗体陰性の臓器提供者（ドナー）が望ましい。

(5) HL  A型
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2）臓器提供者（ドナー）及び移植希望者（レシピエント）が

いずれも 18歳未満の場合

（臓器提供者（ドナー）の身長／移植希望者（レシピエン

ト）の身長一 1）×100の値（%）で判断する。

①片肺移植の場合 二旦単こ盟＂！！！＿

②両肺移植の場合 一12%～12%

3）臓器提供者（ドナ｝）及び移植希望者（レシピエント）の

年齢が 1）又は2）の場合に該当しない場合

（臓器提供者（ドナー）の身長／移植希望者（レシピエン

ト）の身長一 1）×100の値（%）で判断する。

①片肺移植の場合 二旦旦こ旦並
②両肺移植の場合 一12%～12%

( 3）前感作抗体

ダイレクト・クロスマッチを実施し、陰性であることを確認

する。

パネルテストが陰性の場合、ダイレクト・クロスマッチは省

略することができる。

(4) CMV抗体

CMV抗体陰性の移植希望者（レシピエント）に対しては、

CMV抗体陰性の臓器提供者（ドナー）が望ましい。

・・ (5) H L  A型



当面、選択基準にしないが、必ず検査し、登録するロ 当面、選択基準にしないが、必ず検査し、登録する。

( 6）虚血許容時間 ( 6）虚血許容時間

臓器提供者（ドナー）の肺を摘出してから 8時間以内に血流 臓器提供者（ドナー）の肺を摘出してから 8時間以内に血流

再開することが望ましい。 再開することが望ましい。

2.優先順位 2.優先順位

適合条件に合致する移植希望者（レシピエント）が複数存在する 適合条件に合致する移植希望者（レシピエント）が複数存在する

場合には、優先順位は、以下のJI頂に勘案して決定する。 場合には、優先順位は、以下のJI頂に勘案して決定する。

( 1）親族 ( 1）親族

臓器の移植に関する法律第6条の2の規定に基づき、親族に 臓器の移植に関する法律第6条の 2の規定に基づき、親族に

対し臓器を優先的に提供する意思が表示されていた場合には、 対し臓器を優先的に提供する意思が表示されていた場合には、

当該親族を優先する。 当該親族を優先する。

(2｝肺の大きさ

臓器提供者（ドナー）及び移植希望者（レシピエント）の年

齢区分に応じミ次の 12から 32でそれぞれ定める範囲に該当

する者を優先するg

1）臓器提供者〔ドナ｝｝及び移植希望者（レシピエント）

がいずれも 18歳以上の場合

（く予測VCD＞／＜予測VCR> 12×100のi直（%）で判

断するn ’

①片肺移植の場合 -30～30% 

② 両肺移植の場合 -30～30% 

2）臓器提供者｛ドナー｝及び移椋希望者（レシピエント）が

いずれも 18歳未満の場合
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（く臓器提供者（ドナ｝）の身長〉／〈移植希望者（レシピエ

ント）の身長＞－ 1）×100の値（%）で判断するn

①片肺移植の場合 一12%～15%

② 両肺移植の場令 -12%～12% 

3）臓器提供者（ドナー）及び移植希望者（レシピエント）の

年齢が 1）又は2）の場合に該当しない場合

（く臓器提供者（ドナー）の身長〉／〈移植希望者（レシピエ

ント）の身長〉ー 1）×100の値（%）で判断する円

① 片肺移植の場合

② 両肺移植の場合

斗立l_ABO式血液型

二些単こ盟並
-12%竺 12%

AB O式血液型の一致（identical）する者を適合（compatible)

する者より優先する。

」Al_待機期間

待機期間の長い者を優先する。

( 5）肺の大きさ（臓器提供者（ドナー）及び移植希望者（レシピ

エント）の年齢）

1. ( 2）の 1）又は2）の場合を優先する。

」豆よJr式による優先順位

術式は、片肺移植、両肺移植の 2種類とし、第1術式、第2術

式の2つまで登録可能とする。
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」.£2..._ABO式血液型

AB O式血液型の一致（identical)する者を適合（compatible)

する者より優先する。

斗互L待機期間

待機期間の長い患者を優先する。

( 4）肺の大きさ

1. ( 2）の 1）又は2）の場合を優先する。

斗豆L術式による優先順位

術式は、片肺移植、両肺移植の2種類とし、第1術式、第2術

式の2つまで登録可能とする。



術式による優先順位は次のとおりとする。 術式による優先順位は次のとおりとする。

1) 臓器提供者（ドナー）の両肺が利用できる場合であり、 1) 臓器提供者（ドナー）の両肺が利用できる場合であり、

第1優先順位の選択を行った結果、 第1優先順位の選択を行った結果、

① 第1術式として両肺移植を希望している者（レシピエ ①第1術式に係る両肺移植希望者（レシピエント）が、

ント）が、第1優先順位となれば、当該両肺移植希望者 第1優先順位どなれば、当該両肺移植希望者（レシヒ。エ

（レシピエント）を選択する。 ント）を選択する。

② 第1術式として片肺移植を希望している者（レシヒDエ ②第1術式に係る片肺移植希望者（レシヒ。エント）が第

ント）が第1優先順位となれば、第1術式として片肺移 1優先順位となれば、第1術式に係る片肺移植希望者｛レ

植を希望している者（レシヒ。エント）であって次の順位 シピエント）で次の順位に位置する者とそれを分けあう

に位置する者とそれを分けあうこととする。次順位に位 こととする。次順位に位置する第1術式に係る片肺移植

置する第l術式として片肺移植を希望している者（レシ 希望者（レシピエント）が選択されない場合には、蓋主

ピエント）が選択されない場合には、第2術式として片 術式に係る片肺移植希望者（レシピエント）の中で優先

肺移植を希望している者（レシピエント）の中で優先順 順位の高い者と分け合うこととする。

位の高い者と分け合うこととする。

③ 第1術式として片肺移植を希望している者（レシピエ ③第1術式に係る片肺移植希望者（レシピエント）が第

ント）が第l優先順位となり、第1術式、第2術式を考 1優先順位となり、第1術式、第2術式を考慮しても片

慮しでも片肺移梅希望者（レシピエント）が1名のみで 肺移植希望者（レシピエント）が1名のみである場合、

ある場合、

0当該片肺移植希望者（レシヒ。エント）が第2術式と 0当該片肺移横希望者（レシピエント）が第2術式と

して両肺移植を希望していれば、当該移植希望者 して両肺移植を希望していれば、当該移植希望者

（レシピエント）を選択し（注1）、 （レシピエント）を選択し（注1）、

0当該片肺移植希望者（レシピエント）が第2術式と 0当該片肺移植希望者（レシピエント）が第2術式と

して両肺移植を希望していなければ、両肺移植希望 して両肺移植を希望していなければ、両肺移植希望
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者（レシピエント）の中で優先順位の高い者を選択

する（注2）。ただし、当該片肺移植希望者（レシ

ピエント）が優先すべき親族であるときには、当該

片肺移植希望者（レシヒ。エント）を優先する。

（注1）当該移植希望者（レシヒ。エント）は必ずしも両

肺移植を受ける必要はない。

（注2）この場合に限り、術式を優先し、片肺移植希望

者（レシピエント）より両肺移植希望者を優先するロ

2) 臓器提供者（ドナー）の片肺のみが利用できる場合には、

第1術式として片肺移植を希望している者（レシピエント）

の中から優先順位の高い者を選択する。第1術式として片

肺移植を希望している者（レシピエント）が選択されない

場合には、第2術式として片肺移植を希望している者（レ

シピエント）の中から優先順位の高い者を選択する。

3) 1）、 2）の結果、 AB O式血液型が一致する移植希望者

（レシピエント）が選択されない場合、虚血許容時間内に

あり、 AB O式血液型が適合するものについて 1）、 2）と

同様の手順により移植希望者（レシピエント）を選択する。

3. その他

( 1）臓器提供者（ドナー）又は移植希望者（レシピエント）が

6歳以上 18歳未満の場合、その予測肺活量については、以

下の計算式を参考にすることができる。

者（レシヒ。エント）の中で優先順位の高い者を選択

する（注2）。ただし、当該片肺移横希望者（レシ

ヒ。エント）が優先すべき親族であるときには、当該

片肺移植希望者（レシヒ。エント）を優先す石。

（注1）当該移植希望者（レシピエント）は必ずしも両

肺移植を受ける必要はない。

（注2）この場合に限り、術式を優先し、片肺移植希望

者（レシピエント）より両肺移植希望者を優先する。

2) 臓器提供者（ドナー）の片肺のみが利用できる場合には、

第1術式に係る片肺移植希望者（レシピエント）の中から

優先順位の高い者を選択する。第1術式に係る片肺移植希

望主 Lレシピエント）が選択されない場合には、童五盟主主

に係る片肺移植希望者（レシピエント）の中から優先順位

の高い者を選択する。

3) 1）、 2）の結果、 ABO式血液型が一致する移植希望者

（レシピエント）が選択されない場合、虚血許容時間内に

あり、 AB O式血液型が適合するものについて 1）、 2）と

同様の手順により移植希望者（レシピエント）を選択する。

3 その他
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( 1）臓器提供者（ドナー）又は移植希望者（レシピエント）が

6歳以上18歳未満の場合、その予測肺活量については、以

下の計算式を参考にすることができる。



予測肺活量の計算式（ 6歳以上 18歳未満の場合）

（男性）予測肺活量（L)=2. 108-0. 1262×年齢＋o.oos19 

×年齢 2-3.118×身長（m) + 

2.553×身長（m)z 

（女性）予測肺活量（L)=1. 142+0. 00168×年齢2-2.374 

×身長（m)+2.116×身長（m)z 

( 2）基礎疾患、重症度などによる医学的緊急度は、将来考慮

されるべきである。

また、この基準は実績を踏まえて見直しを行う必要があ

る。
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予測肺活量の計算式（ 6歳以上18歳未満の場合）

（男性）予測肺活量（L)=2. 108-0. 1262×年齢＋o.oos19 

×年齢 2-3.118×身長（m) + 

2.553×身長（m) z 

（女性）予測肺活量（L)= 1. 142+0. 00168×年齢2-2.374 

×身長（m)+2. 116×身長（m)z 

( 2）基礎疾息、重症度などによる医学的緊急度は、将来考慮

されるべきである。

また、この基準は実績を踏まえて見直しを行う必要があ l

る。

、～



肺移植希望者（レシピエント）～選択基準

1.適合条件

( 1) AB  O式血液型

AB  O式血液型の一致（identical）及び適合（compatible）の待機者

を候補者とする。

( 2）肺の大きさ

肺の大きさは臓器提供者（ドナー）及び移植希望者（レシピエント）

の年齢区分に応じ、下記の方法で評価する。

1）臓器提供者（ドナー）及び移植希望者（レシピエント）がいずれも

1 8歳以上の場合

（く予測VCD＞注l)／く予測VCR＞注目－ 1）×100の値（%）で判断

する。

①片肺移植の場合 一30%以上

②両肺移植の場合 一30%以上

注1）予測VCD：臓器提供者（ドナー）の予測肺活量

注2）予測Vc R：移植希望者（レシピエント）の予測肺活量

予測肺活量の計算式

（男性） 予測肺活量（L) =O. 045× 身長（cm) 0. 023×年

齢－2.258 

（女性） 予測肺活量（L) =O. 032×身長（c皿） -0. 018×年

齢 1.178 

2）臓器提供者（ドナー）及び移植希望者（レシピエント）がいずれも

1 8歳未満の場合

（〈臓器提供者（ドナー）の身長〉／〈移植希望者（レシピエント）の

身長＞－ 1）×100の値（%）で判断する。

①片肺移植の場合 一12%以上

②両肺移植の場合 一12%以上

3）臓器提供者（ドナー）及び移植希望者（レシピエント）の年齢が1)

又は2）の場合に該当しない場合

（く臓器提供者（ドナー）の身長〉／〈移植希望者（レシヒロエント）の

身長＞－ 1）×100の値（%）で判断する。

①片肺移植の場合 一.12%以上



② 両肺移植の場合 -12%以上

(3）前感作抗体

ダイレクト・クロスマッチを実施し、陰性であることを確認する。

パネルテストが陰性の場合、ダイレクト・クロスマッチは省略するこ

とができる。

(4) CMV抗体

CMV抗体陰性の移植希望者（レシピエント）に対しては、 CMV抗

体陰性の臓器提供者（ドナー）が望ましい。

(5) HL  A型

当面、選択基準にしないが、必ず検査し、登録する。

( 6）虚血許容時間

臓器提供者（ドナー）の肺を摘出してから 8時間以内に血流再開する

ことが望ましい。

2.優先順位

適合条件に合致する移植希望者（レシヒ。エント）が複数存在する場合には、

優先順位は、以下の順に勘案して決定する。

( 1）親族

臓器の移植に関する法律第6条の2の規定に基づき、親族に対し臓器

を優先的に提供する意思が表示されていた場合には、当該親族を優先す

る。

(2）肺の大きさ

臓器提供者（ドナー）及び移植希望者（レシピエント）の年齢区分に

応じ、次の 1）から 3）でそれぞれ定める範囲に該当する者を優先する。

1）臓器提供者（ドナー）及び移植希望者（レシピエント）がいずれも

1 8歳以上の場合

（＜予測VCD＞／く予測VCR>-1）×100の値（%）で判断する。

①片肺移植の場合 一30～30%

②両肺移植の場合 一30～30%



2）臓器提供者（ドデー）及び移植希望者（レシピエント）がいずれも

1 8歳未満の場合

（く臓器提供者（ドナー）の身長〉／〈移植希望者（レシピエント）の

身長〉ー 1）×100の値（%）で判断する。

①片肺移植の場合 一12o/a～15o/a

②両肺移植の場合 一12o/a～12%

3）臓器提供者（ドナー）及び移植希望者（レシピエント）の年齢が 1)

又は2）の場合に該当しない場合

（く臓器提供者（ドナー）の身長〉／く移植希望者（レシヒ。エント）の

身長〉ー 1）×100の値（%）で判断する。

①片肺移植の場合 12o/a～15o/a 

②両肺移植の場合 一12%～12o/a

(3) AB  O式血液型

AB  O式血液型の一致（identical）する者を適合（compatible）する

者より優先する。

(4）待機期間

待機期間の長い者を優先する。

( 5）肺の大きさ（臓器提供者（ドナー）及び移植希望者（レシピエント）の

年齢）

1. ( 2）の 1）又は2）の場合を優先する。

( 6）術式による優先順位

術式は、片肺移構、両肺移植の2種類とし、第1術式、第2術式の2つ

まで登録可能ξする。
術式による優先順位は次のとおりとする。

1) 臓器提供者（ドナー）の両肺が利用できる場合であり、第1優先

順位の選択を行った結果、

① 第1術式として両肺移植を希望している者（レシヒ。エント）が、

第1優先順位となれば、当該両肺移植希望者（レシヒ。エント）を

選択する。

②第1術式として片肺移植を希望している者（レシピエント）が



第1優先順位となれば、第1術式として片肺移植を希望している

者（レシピエント）であって次の順位に位置する者とそれを分け

あうこととする。次順位に位置する第1術式として片肺移植を希

望している者（レシヒ。エント）が選択されない場合には、第2術

式として片肺移植を希望している者（レシピエント）の中で優先

順位の高い者と分け合うこととする。

③第1術式として片肺移植を希望している者（レシピエント）が

第1優先順位となり、第1術式、第2術式を考慮しでも片肺移植

希望者（レシピエント）が 1名のみである場合、

0当該片肺移楠希望者（レシピエント）が第2術式として両肺

移植を希望していれば、当該移植希望者（レシピエント）を

選択し（注1）、

0当該片肺移植希望者（レシピエント）が第2術式として両肺

移植を希望していなければ、両肺移植希望者（レシピエント）

の中で優先順位の高い者を選択する（注2）。ただし、当該片

肺移植希望者（レシピエントが優先すべき親族であるときに

は、当該片肺移植希望者（レシピエント）を優先する。

（注1）当該移植希望者（レシピエント）は必ずしも両肺移植を受

ける必要はない。

（注2）この場合に限り、術式を優先し、片肺移植希望者（レシピ

エント）より両肺移植希望者を優先する。

2) 臓器提供者（ドナー）の片肺のみが利用できる場合には、第1術

式として片肺移植を希望している者（レシピエント）の中から優先

順位の高い者を選択する。第1術式として片肺移植を希望している

者（レシピエント）が選択されない場合には、第2術式として片肺

移植を希望している者（レシヒ。エント）の中から優先順位の高い者

を選択する。

3) 1）、 2）の結果、 ABO式血液型が一致する移植希望者（レシピ

エント）が選択されない場合、虚血許容時間内にあり、 AB O式血液

型が適合するものについて 1）、 2）と同様の手順により移植希望者

（レシピエント）を選択する。



3. そのイ也

( 1）臓器提供者（ドナー）又は移植希望者（レシピエント）が6歳以上1

8歳未満の場合、その予測肺活量については、以下の計算式を参考にす

ることができる。

予測肺活量の計算式（6歳以上18歳未満の場合）

（男性）予測肺活量（L)=2. 108-'"-0. 1262×年齢＋o.oos19×年齢2

-3. 118×。身長（m) +2. 553×身長（m)z 

（女性）予測肺活量（L)=l. 142+0. 00168×年齢2-2.374×身長（m)

+2.116×身長（m)z 

(2）基礎疾患、重症度などによる医学的緊急度は、将来考慮されるべきで

ある。

また、この基準は実績を踏まえて見直しを行う必要がある。



ずJ¥! 

公益社団法人日本臓器移植ネットワーク理事長 殿

健発 12 2 0第 8号

平成25年 12月20日

l事岩間flj)/I
厚生労働省健康局長主眼西日j

移植希望者（レシヒ。エント）選択基準の一部改正について

臓器の移植希望者（レシピエント）の選択につきましては、「臓器提供者（ドナー）適応

基準及び移植希望者（レシピエント）選択基準についてj（平成9年10月16日付け健医

発第I-37 1号。ー以下「基準通知Jという。）により実施されているところです。

今般、厚生科学審議会疾病対策部会臓器移植委員会の審議結果を踏まえ、基準通知の別

添2 （各臓器の移植希望者（レシピエント）選択基準）のうち、肺移植希望者．（レシピエ

ント）選択基準に係る部分を別紙の新旧対照表のとおり改正することとしました。

なお、本改正は、平成26年 3月1日から施行することとしましたので、道守されます

ようお願いします。あわせて、貴法人に登録されている臓器移植施設への周知につきまし

てよろしくお願いします。

参考として、本改正を反映した肺移植希望者（レシピエント）選択基準を添付します。


